す ^ 子の ぼつ ぼ は、 二人とも 小さな/ \ 赤 いお 手帳 

くろ 

を もって ゐ ます。 この 二人 は、 「黒」 よりもに ゃァ/ \ 

きみ 

よりも、 「君」 よりも、 だれよりも 一 ばん 早くから、 す、 V 

子のお あ ひて をして ゐ るので す。 

ある 

一ばん はじめ、 或 冬の、 氷の はって ゐる 寒い 日に、 

二 だいの 大きな 荷馬車が お 荷物 を つんで、 ぼつ ぼた ち 

のな がく 住んで ゐた 村から、 町の 方へ、 ことく 出て 

いきました。 ぼつ ぼ は、 あの まゝ かごに はいって、 そ 

の 二ばん めの 荷馬車の、 一ばん うしろに 乗せられて ゐ 



ました。 二人 は、 一たい どこへ いくの だら うと 言 ふや 

うに、 しきりに きょと- (^くび をう ごかして ゐ ました- 

お 父 さま は そのと きぼ つぼに 言 ひました。 

「二人とも おとなし くして 乗って おかで。 こんど は 海 

うち 

の 見える お 家へ いくんです よご と 言 ひました。 

「そして、 そのお 家へ、 小ち やなす、 V ちゃんが 生れて 

来る のです よご と、 小石 川のお 祖母ち やまが そっと 二 

人に おっしゃ いました。 ぼつ ぼ は、 

「お 祖母 さま、 お 祖母 さま、 そのす、 V ちゃんと いふの 

はだれ でございます ご と 聞きました。 

お 母 さま は、 だまって、 た y かるく わら ひながら、 



みんなと 一 しょに 車に 乗りました。 

ぼつ ぼ は、 それから こんどのお 家へ つきました。 そ 

ば あば あ たまき おば あ 

のじ ぶんに は、 すゾ 子の 曾祖母 は、 まだ 玉 木の 大叔母 

ちゃんの ところに いらっしゃいました。 あき子 叔母ち 

やん もま だ 来て ゐ ませんで した。 おうちに は、 千代と 

いふ 小さな 女中が ゐ ました。 

ぼつ ぼ は、 せんとお なじ やうに、 お 部屋の そとの、 

うち 

ガラス戸の ところに おかれました。 このお 家 は、 おも 

てから はいって 来る と、 た > の 平家でした けれど、 上 

へ 上って、 がらす 戸のと ころへ いって 見る と、 そのお 

部屋の ま 下が 広い お だ いどころで、 そこから はお 部屋 



お 母 さま はこのお 部屋へ おこた を こしら へて、 小さ 

なす > ちゃんが 生まれて くるの を まって ゐ ました。 そ 

して 千代と 一 一人です y ちゃんの 赤い おべ 、をぬ ひまし 

た。 

暗い 冬 は それから まだな がく つ y きました。 昼のう 

ち は、 おもての じく/ \ した 往来 を、 お 馬 や 荷車 やい 

ろ/^ の 人が とほり ました。 それから、 お 向 ひのう ど 

ん やで、 機械 を ま はすの が、 ごと/^ ごと/ \ と 聞え 

ました。 

しかし 夜になる と、 あたり はすつ かり 穴の 中の やう 

に ひっそり となって、 たゾ、 海が びた/ \ と 鳴る より 



ほかに は、 何の 音 も 聞え ませんで した。 

暗い 海の 中には、 星の やうな あかりが たった 一 つ、 

ちかり/ \ と 消えたり とぼった りしました。 それ は、 

う- き 

昼に 赤く 見えて ゐた、 あの 浮標の 上に とぼる あかりで 

した。 

ぼつ ぼ は、 そんな 晚に は、 さびし さう に、 夜で も、 

「ぼッ ぼゥ、 ぼッぼ ゥ。」 となきながら、 

「す > 子ち やん はま だおう まれに ならな いのです か。 

いつで せう、 いつで せう ご と 聞きました。 



二 

そのうちに、 だん/ \ と 五月が 来ました。 海の 空 も 

さ を 

はれぐ とまつ 青に 光って 来ました。 

お 母 さま は、 ネルの 着 ものに、 青い こうもり を さし 

て、 千代 を つれて、 そこいらへ 買 ひものに いき なぞし 

ました。 

往来に は、 もういつ の 間に か、 つばめが、 海の 向う 

から 来て、 すいくと かけちがって ゐ ました。 電信の 

針金に もど つ さりと ま つて ゐ ました。 

お 父 さま は、 す、 V ちゃん はいつ 生れる のでせ うねと、 



よく、 小石 川のお 祖母ち やまと も 話し/ \ しました。 

うち たか ゐ 

お 家の ちかくに は、 高 井さん のおば あさまと いふ、 

それ は/ \ょ いおば あち やまがい らっしゃい ました。 

そのおば あち やまが、 とき，^ おみや を もってい らし 

つて、 小石 川のお 祖母ち やまとお 二人で、 早くす、 V ち 

やん が 生まれる やうに、 いのって 下さいました。 

ある 

すると、 六月の 或晚 でした。 お 母 さまに は、 あす は 

す、 V ちゃんが 生れる とい ふこと がわ かりました。 お 父 

さま も、 それ は よろこんで、 すぐに 小石 川のお 祖母ち 

やまに 来て いた y きました。 

でも、 ぼつ ぼに だけ は、 みんな だまって ゐ ました。 



ぼ つぼが よろこんで、 あんまり おほさ わぎ をす るとう 

る さいから、 あとで そっと 見せて やる ことにし たので 

した。 

その 晚ぉ母 さま は、 す、 V ちゃんの 寝る 小さな 赤い お 

ふとん を ちゃんと しいて、 その そばへ やすみました。 

お 父 さまが あくる 朝日 を さまして 見ます と、 ちゃん 

とす V ちゃんが 生まれて ゐ ました。 まつ 赤な お 顔 をし 

た、 小さい 赤ん坊の す > ちゃん は、 一人で 赤い お ふと 

んの 中に、 す やくと ねて ゐ ました。 お 父 さま は、 よ 

ろ こんで、 

「お 祖母 さま、 小さな す、 V ちゃんが 生れて 来ました 



よご と 言って よびました。 お 祖母ち やま は、 かけて い 

らし つ て、 

「あら/^ かはい、 す、 V ちゃんね ご と 言って、 それ 

は/^ およろこびに なりました。 す、 V ちゃん は それ か 

らしば らくた つて、 はじめてお 母 さまに お 乳 を もら ひ 

ました。 

す、 V ちゃん は、 とき-^ 「おぎ ァ/ \」 と 泣き まし 

た。 それから、 「お ふんに やい/ \」 と 言 ふやう にも 泣 

きました。 

ぼつ ぼ は、 はじめてす ゾ ちゃんの 泣き声 を 聞く と、 

「あれはだれ でせ う。 ぼッ ぼゥ、 ぼッ ぼゥ。 I と、 しき 



りに お 父 さまに 聞きました。 お 父 さま は、 

「あれ はす、 V ちゃんだ よ。 こんど 生れた 赤ちゃん だ 

よご と 言 ひました。 すると、 ぼつ ぼ は、 よろこんで、 

「おや さう です かご と、 ぱ た/ \ おほさ わぎ をし まし 

た。 そして、 

「早く 見せて 下さい。 早く/ \ ご と 二人で ねだ リま 

した。 

しかし、 す、 V ちゃん は、 まだた うぶん は、 そっとね 

かせて おかなければ ならない ので、 ぼつ ぼのと ころへ 

つれてい くわけに はいきませんでした。 

。ま ■ つ 。まま、 まいにち./ \、 



「どうぞす V ちゃん を 見せて 下さい。 早く 見せて 下さ 

ある 

いごと 言って、 か はるぐ ねだりました。 それで 或 日 

お 父 さま は、 す y 子 を そっと、 お ふとんに くるんで、 

ぼつ ぼの かごの まへ につれ ていきました。 そして、 

「す y ちゃん/^、 ごらんなさい。 これが おまいの ぼ 

つぼ だよ ご と 言 ひました。 ぼつ ぼ は、 

「す V 子ち やん/ \ こんち は ご 

あたし 

「す > 子 ちゃん 私 もこん ち は ご と、 それ は/^ お ほ 

よろこび でかう 言 ひました。 

めんめ 

でも、 まだ 小ち やなす、 V ちゃん は、 まぶし さう に 目 

をつ ぶって、 おぎ ァ /\ と いふきり で、 ぼつ ぼ を 見よ 



うと もしませんでした。 す V ちゃん は、 たと へそのと 

めんめ 

き 目 を あけても、 まだ、 ぼつ ぼ どころ か、 お 父 さま も 

お 母 さま も、 なんにも 見えなかった のでした。 だれで 

めんめ てて 

も 小さな とき は、 目が あっても 見えない し、 お 手が あ 

つても、 かたくち > めて、 ひっこめて ゐる だけです。 

ちょうど、 足が あっても、 大きくな るまで は あるけ な 

いのと おんな じです。 

そのうちに、 だん/ \ と 暑い 八月が 来ました。 海 は 

ぎら/^ と、 ブリキ を 張った やうに まぶしく 光って 来 

ました。 す V ちゃん は、 昼で も、 小さな おか やの 中に 

ねて ゐ ました。 



お 母 さま は、 お 部屋の 鏡 だんす の ふちから、 ねて ゐ 

めんめ 

るす、 V ちゃんの 目の ま 上へ 横に 麻糸 を わたして、 こ 

ちらの 柱の くぎへ く、 りつけ ました。 そして、 赤い ち 

りめんの ひもの 両 はしに、 小さな 銀の 鈴 をつ けて、 そ 

れを その 糸へ つるしました。 

めんめ 

す > ちゃん は、 目が さめて、 かや を どけても らふと 

めんめ 

黒い、 きれいな 目 を あけて、 その 赤い ひも をぢぃ つと 

見て ゐ ました。 お 母 さま はとき，^ 立って、 その ひも 

を こちらの 方へ 少し ひいて 見ました。 

めんめ 

さう すると、 す、 V ちゃんの 黒い 目 は、 すぐに、 はす 

かひに こちらの 方 を 見ました。 こんど は 向う へやる と 



す、 V ちゃん はまた 黒目 をう ごかして、 そちらの 方 を 見 

ました。 鈴 は ひもが うごく たんびに リん/ ^とな リま 

した。 お 母 さま は、 

「まあ、 ちゃんと 見える のです ね ご と 言って、 うれし 

さう に 笑 ひました。 お 父 さま は、 こちらの いすに かけ 

て 見て ゐ ました。 お 部屋の 三方に は、 まつ 白な、 うす 

い 力— テンが か、 つて ゐ ました。 その 中に、 す、 V ちゃ 

んの 着て ゐる 赤い おべ、 と、 つるした 赤い ひもとが、 

きわだ つて まつ 赤に 見えました。 



ある 

お 父 さま は、 それから また 或 日、 す y ちゃん を、 ぼ 

つぼの まへ へだいて いきました。 ぼつ ぼ は よろこんで、 

「す > 子 ちゃん、 す y 子ち やん、 こんち は。 ぼッ ぼゥ、 

ぼ ッぼゥ ご と 言って、 おじぎ をし ました。 

お 父 さま は、 

「こっちよ /\、 す、 V ちゃん。 こっち を ごらんな さ 

い。」 と 言 ひながら、 す y ちゃん を かごの まへ にす ゑる 

やうに して、 ぼつ ぼ を 見せようと しました。 しかし、 

す、 V ちゃん は、 片手 を かためて しゃぶりながら、 ちが 



つた 方 を 向いた きり、 いくら をし へても、 ちっとも ぼ 

つぼ を 見ようと はしませんでした。 ぼつ ぼ は、 

「まあ、 まだく お 小さ いんです ね。 いつにな つたら、 

す、 V ちゃんが、 ぼつ ぼやと おっしゃる でせ うね ご と、 

さも、 まち ど ほし さう にかう 言 ひました。 お 母 さま は、 

「ほんと にい つの ことで せう ね ご と 言 ひながら、 お 乳 

の 時間が 来たので、 す y 子 をお ひざに とりました。 

「なに、 ぢ きです よ。 今にす、 V ちゃんが 一人で、 ぼつ 

ぼのと ころへ 来る やうになります よご 

ば あ 

ちょうどい らしって ゐ たお 祖母 さま は、 かう おつし 

やりながら、 お 乳 をいた、 V いて ゐ るす V ちゃんの、 黒 



い 髪の毛 をお なでに なりました。 

「あ、、 ぼつ ぼに、 い、 もの を 上げて よご と、 お 母 さ 

ま は、 ふと 思 ひ 出した やうに、 帯の 間から、 小さな 赤 

いお 手帳 を 出して ぼ つぼに わたしました。 

お 父 さまと お 母 さまと は、 いつもす y ちゃんが 早く 

大きくな つて くれる ことば かりまって ゐ ました。 ぼつ 

ぼ も、 そのこと ばかり 言って まって ゐ ました。 

その 十一 月に、 ぼつ ぼ は、 また、 す y ちゃん や、 み 

ん なと 一し よに、 ちがった 町の 方へ 遠く 引つ こしまし 

たまき おば あ 

た。 それ は、 ちかぐ に 玉 木の 大叔母 ちゃんが、 は 

る- ^曾祖母 を つれて、 す y ちゃん を 見に 来て 下さる 



をば うち 

からでした。 そして、 あき子 叔母ち やん もお 家の人に 

うち 

なる ので、 す、 V ちゃんの 生れた お 家で はせ まくて こま 

るからで した。 

す V ちゃん は、 とき，^ あき子 叔母 ちゃんのお ひざ 

にだ かれて、 ぼつ ぼの かごのと ころへ いきました。 ぼ 

うち 

つぼ はこ ちらのお 家で もまた ガラス戸の 中へ おかれて 

ゐ ました。 すゾ ちゃん は、 ぼつ ぼの かごの わきに 立つ 

ち を させても らふと、 ちょうどお 口が ふちのと ころへ 

来ました。 すると、 す、 V ちゃん はいつ の 間に か、 ち 

ゅッ/ \ と、 ふち をし やぶって ゐ ました。 それから、 

てて 

お 手に も つ てゐる がら/ \を ふりました。 



「ま ァ、 す y 子ち やん は、 先から 見る と、 ずゐ ぶんお 

ほきく おなりに なり ましたね ご 

ぼ つぼ はかう 言って、 叔母 ちゃんとお 話 をし ました。 

それから また 寒い 冬が 来ました。 その 冬が あける と、 

す、 V ちゃん は そろ/ \ は ひ/ (^をし 出しました。 それ 

からまた 青い 八月が ま はって 来ました。 す、 V ちゃん は、 

歩いて はた ふれ、 歩いて はた ふれして、 よちく とも 

と あし 

う 十 足ば かり あるけ る やうに なって ゐ ました。 そのと 

きに は、 す > ちゃん を 見たい /\ と 言 つてお ほさ わぎ 

をして ゐられ た 曾祖母 も、 もうこ ちらへ 来て いらつ し 

やい ました。 



或 日、 す V ちゃん は、 よち/ \ とおす だれの そとへ 

かけて 出ました。 あき子 叔母ち やん は、 

「あら、 あぶない ご と 言 ひながら、 あわて、 おっかけ 

ていきました。 すゾ ちゃん はもう 少しで た ふれる とこ 

ろ を、 ばたり と、 ぼつ ぼの かごに つかまりました。 

「す > 子 ちゃん、 こんち は、 ぼッ ぼゥ、 ぼッぼ ゥ。」 と、 

ぼ つぼが おじぎ をしながら 一 一人で かう 言 ひました。 す 

ると すゾ ちゃん はか ごに つかまつ たま、、 その まね を 

して、 

「ぼッ ぼゥ、 ぼ ッぼゥ ご と 言 ひ/ \ おじぎ をし ました。 

あき子 叔母ち やん は、 それ を 聞いて、 



「おや、 今の はす- V ちゃんで せう かご と、 ふしぎ さう 

な 顔 をして、 ぼつ ぼに 聞きました。 ぼつ ぼ はに こ/^ 

笑 ひながら、 

「え、、 おしま ひの はす、 V 子ち やんで すよ。 まァ おじ 

やうず です こと。 さあ、 もう 一 ど 言って ごらんなさい。 

ぼッ ぼゥ、 ぼ ッぼゥ ご と、 言 ひました。 す、 V ちゃん は 

また まね をして、 

「ぼッ ぼゥ、 ぼ ッぼゥ ご と、 おじぎ をし ました。 あき 

子 叔母ち やん はび つくりして、 

「あら、 まあ、 ほ、、。 ちょいと、 す y ちゃんが ぼッ 

ぼゥ、 ぼ ッぼゥ つて 言 ひました よご と、 思 はずお ほき 



な 声で お 母 さま をよ びました。 す y ちゃん は その 声に 

びっくりして、 

「ゎァ ご と 泣き出しました。 

これ は、 す、 V ちゃんが 口 を 利いた 一ばん の はじまり 

です。 お 父 さま やお 母 さま は それ を 聞いて お ほ よろこ 

び をし ました。 ぼつ ぼ も それ は よろこんで、 来る 人 ご 

とに その 同じお 話 をし ました。 

す > ちゃん、 あの 二人の ぼつ ぼ は、 こんなと きから 

のぼ つぼです よ。 

せん うち 

お 母 さま は、 もう 先のお 家のと きに、 す、 V ちゃんの 

生れてから 今日までの ことで、 二人の ぼつ ぼの しらな 



いこと は、 すっかり 話して 聞かせました。 ぼつ ぼ は、 

それ を みんな、 お 母 さまに いた、 V いた 小さな 赤い お 手 

帳へ つけて おきました。 二人が 見て しって ゐる こと は、 

もとより すっかり かきつけて ゐ ます。 

ですから、 す > ちゃん は、 大きくな つて、 ごじ ぶん 

の 小さな ときの ことが わからない ときには、 いつでも、 

ぼ つぼのお 手帳 を 見せて おもら ひなさい。 

にや ァ /\ や、 黒が 来たの は、 ぼつ ぼに くらべれば 

ずっと 後の ことです。 にや ァ/^ は、 すゾ ちゃんが、 

やっと は ひ/ \ する ころに、 或をぢ ちゃんが もって 来 

うち 

て 下さった のでした。 黒 は、 たった こな ひだ、 お 家の 
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